
平 成 ３ ０ 年 度 い わ き 市 立 好 間 第 一 小 学 校 学 校 経 営 ビ ジ ョ ン

ス ロ ー ガ ン

あ い さ つ で 笑 顔 が あ ふ れ る 楽 し い 学 校

［ 教 育 目 標 ］
○ 進 ん で 学 ぶ 子 ど も
◎ 思 い や り の あ る 子 ど も
○ 健 康 で た く ま し い 子 ど も

◎ 思 い や り の あ る 子 ど も
［ 重 点 目 標 ］ だ れ と で も 仲 良 く 、 協 力 す る こ と が で き る

［ め ざ す 学 校 の 姿 ］ よ く 学 び よ く 遊 ぶ
◎ 活 力 が あ り 楽 し い 学 び が あ る 学 校
◎ 温 か く 、 整 理 整 頓 さ れ た 学 習 環 境 の 学 校
◎ 安 全 ・ 安 心 で 子 ど も の い の ち を 輝 か せ る 学 校
◎ 家 庭 ・ 地 域 の 期 待 に 応 え 、 次 代 を 担 う 人 材 を 育 成 す る 学 校

◇一人一人に確かな学力をつけます。
◎基礎基本の充実と獲得した知識の活用を

図り、「わかる・できる」授業づくりに

努めます。

・学習の約束の周知

・学習の跡がわかる板書

・自分の考えや思いを表現する場の確保

と力の育成（道徳の時間 掲示教育）

・家庭と連携した学習習慣形成

（家庭学習プログラム）

◎教師の授業力向上に努めます。

・新学習指導要領に基づく学習指導

（道徳、外国語、各教科の移行内容）

・授業を見合う研修推進（一人１授業）

◎学校図書館の充実を図ります。

【評価内容・指標】

○ 授業がわかる、楽しい ８０％

○ 単元末テスト（国、算） ８０％

○ 思いや考えの表現（全校で５回） １００％

○ 家庭での学習習慣確立 １００％

○ 月に３冊以上本を読む児童 １００％

○ ノーメディアdayの推進（提出率） ９０％

◆あたたかく、思いやりのある学校・学年・
学級をつくります。
◎一人一人が存在感・満足感が持て、認め

合い、助け合う仲間づくりに努めます。

・話し合いを大切にした学級づくり

・縦割り班活動の推進

・豊かな体験活動と集会活動の工夫

◎特別の教科道徳で自分の考えや思いを

大切にした授業を実践します。

◎常に教育相談に努め、一人一人を大事

にする生徒指導を推進します。

◎「返事」と「挨拶」が元気よくでき

る子どもに育てます。

【評価内容・指標】

○ 学校が楽しい児童 ９０％

○ 道徳の授業公開（参観日等）

○ 縦割り班活動実施率 ９０％

○ いじめ・不登校未解決ゼロ

○ スローガンが言える児童 １００％

◇健康・安全の充実を図り、健やかな
心身を育みます。

◎外遊びを奨励します。

・遊びの中での危険回避力養成

・ルールを守る、仲よく遊ぶ集団づくり

◎体力の向上に努めます。

・全校体つくりタイム実施

・走力、筋力、柔軟性の向上

◎健康の増進に努めます。

・養護教諭との授業推進

・病気やけが予防への意識醸成

・肥満児童の生活改善

・学校と家庭の連携による食育

（給食、ふれあい弁当day）

【評価内容・指標】

○ けが前年比 －２０％

○ 虫歯治癒率 ８０％

○ 親子ふれあい弁当dayの充実

◇特色ある教育活動を推進し、地域とともに歩む学校
を目指します。

◎学校の様子を積極的に発信するとともに 保護者や地域

の声を学校経営に生かします。

・学校評議員会 学校評価

・学校・学年だより等の発行

◎常に危機管理意識を持ち、安全確保と事故防止に努め

ます。

・見守り隊、子ども避難の家周知と連携

・学校行事を通した危機管理意識の向上

◎地域の人材、施設、素材等を効果的に学習に取り入れ

ます。

・保幼・中・高との積極的な連携

・好間中学校区学力向上推進事業

・好間地区家庭学習プログラム推進

・図書ﾎﾞﾗﾝﾃｲｱを活用した読書環境整備

・土曜学習の推進

◎特別支援教育の充実と地域の理解をひろげます。

[評価内容・指標】

○ 定期的なたよりの発行、ＨＰでの発信

○ 学校評価のポイントアップ

○ 児童事故・学校事故発生ゼロ

○教育課題
・自分の考えや思いを表出
させる場の確保と力の育成
・思いやりの心の醸成
・健康に関心を持ち心身
ともにたくましい子どもの
育成

○保護者の願い
・楽しく学べる学習環境
・元気よく挨拶できる習慣形成
・教育環境の整備
・学校（学年、学級）との強い連携

○めざす児童像
・確かな学力を身につけた子ども
・自分の思いや考えを表す子ども
・思いやりがあり親切な子ども
・心身ともに健康な子ども

○めざす教師像
・前向きで研究熱心
・情熱と愛情に溢れている
・健康で明るく協働の精神を持つ
・常に子どもに寄り添う


